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◆
「
正
月
や
冥
土
の
旅
の
一
里
塚
　

め
で
た
く
も
あ
り
め
で
た
く
も
無
し
」

　
還
暦
を
迎
え
、
そ
の
意
味
が
理
解

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
国
会
は
新
た
な
政
権
の
下
、
多
く

の
課
題
を
抱
え
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
が
、
進
む
少
子
高
齢
化
、
町
民
の

１
／
３
は
65
歳
以
上
の
九
重
町
を
ど

う
す
れ
ば
明
る
く
住
み
よ
い
町
に
出

来
る
の
か
、
私
達
13
人
の
議
員
は
多

く
の
身
近
な
問
題
に
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
声
を
聴
き
取
り
組
み
ま
す
。
そ

の
足
跡
を
記
し
た
議
会
だ
よ
り
を
、

よ
り
愛
さ
れ
る
広
報
誌
作
り
に
向
け

て
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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●
24年

度
補
正
予
算
及
び
追
加
議
案

●
常
任
委
員
会
報
告

●
決
算
審
査
報
告

●
一
　
般
　
質
　
問
　
 ９
名

●
わ
た
し
の
ひ
と
こ
と
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飯
田
湯
沢

野
 矢
古
庄
　
要
子
さ
ん

日
野
　
裕
充
さ
ん

九
重
あ
ば
れ
獅
子
　
元
旦
の
初
舞
い

豊
後
七
福
神
会
　
第
２
４
回
巡
行



（歳出）
○自立支援費（障害者介護・訓練等給付費の増） （3216万円）
○本人通知事前登録管理システム導入委託 （315万円）
○工事請負費（３か所）
　・相口線（河川部護岸工の減） （▲1600万円）
　・川西木納水線（岩掘削工事の増） （1000万円）
　・滝上線（河川部護岸工の増） （1030万円）
○ここのえ緑陽中学校開校準備経費等 （1340万円）
○町有施設整備基金積立金 （8000万円）

第
４
回
定
例
会

第
４
回
定
例
会
本
定
例
会
は
12
月
6
日
か
ら
21
日
ま
で
の
16
日
間
開
催
さ
れ
、議
案
18
件（
別
途

追
加
議
案
１
件
）、陳
情
２
件
、選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙
を
慎
重
に
審

議
し
ま
し
た
。

補　正　額
補正後予算

9369万円
７５億6470万円

２３

平成２４年度
一般会計補正予算
（第６号）

平成２４年度
一般会計補正予算
（第６号）

（歳出）
○コミバス購入（４WD・14人乗り） （400万円）
○軽自動車購入（４WD・公民館・地区協議会支援用） （580万円）
○活きいきランド施設周辺防犯対策事業（５か所・防犯カメラ等設置） （950万円）
○測量設計委託（３路線）
　・中巣野矢線（L＝300ｍ、W＝４ｍ） （390万円）
　・平家山支線（L＝420ｍ、W＝５ｍ） （670万円）
　・梅木津留下畑線（L＝300ｍ、W＝４ｍ） （480万円）
○工事請負費（１路線）
　・四季彩ロード線舗装工事（L＝260ｍ、W＝7ｍ） （650万円）
○給食運搬車購入（２台） （1260万円）

補　正　額
補正後予算

5320万円
76億1791万円

平成２４年度
一般会計補正予算
（第７号）

平成２４年度
一般会計補正予算
（第７号）

▶選挙管理委員

穴　井　岩　夫
あな い いわ お

熊　谷　　　薫
くま がえ かおる

武　石　裕　臣
たけ いし ひろ み

矢　野　福　美
や の ふく み

▶補充員

麻　生　成　子
あ そう なり こ

佐　藤　德　幸
さ とう のり ゆき

佐　藤　秀　信
さ とう ひで のぶ

田　中　德　美
た なか とく み

謹
賀
新
年

謹
賀
新
年

総
務
建
設
産
業
常
任
委
員
会

審 

査 

報 

告

議案

4件

陳情

1件

　
九
重
町
暴
力
団
排
除
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、

法
律
の
「
第
32
条
の
２
第
１

項
」
が
「
第
33
条
の
３
第
１

項
」
に
条
ず
れ
を
お
こ
し
た

た
め
、
引
用
部
分
に
つ
い
て

改
正
す
る
も
の
で
あ
り
、
適

当
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
大
分
県
が
指
定
特
定
非
営

利
活
動
法
人
の
指
定
の
手
続

き
等
に
関
す
る
条
例
を
平
成

24
年
７
月
６
日
に
公
布
し
た

こ
と
に
伴
い
行
う
も
の
で
、 

個
人
住
民
税
の
寄
付
金
税
額

控
除
の
対
象
法
人
と
し
て
決

定
す
る
た
め
の
基
準
や
手
段

を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、

適
当
で
あ
る
と
の
結
論
に

達
し
ま
し
た
。

　
　
　  

　

　
九
重
町
過
疎
地
域
自
立
促

進
計
画
の
一
部
変
更
に
つ
い

て
は
、
　

　
◎
玖
珠
九
重
農
業
協
同
組

合
ト
マ
ト
選
果
場
整
備

助
成
事
業

 

◎
平
家
山
支
線
道
路
改
良

舗
装
事
業

　
◎
室
園
線
道
路
改
良
舗
装

事
業

　
◎
筋
湯
牧
ノ
戸
線
災
害
防

除
事
業

　
◎
恵
良
粟
野
線
粟
野
橋
橋

梁
長
寿
命
化
対
策
改
修

事
業

　
◎
恵
良
粟
野
線
粟
野
小
橋

橋
梁
長
寿
命
化
対
策
改

修
事
業

　
◎
楮
原
線
楮
原
橋
橋
梁
長

寿
命
化
対
策
改
修
事
業

　
◎
無
田
須
久
保
線
無
田
須

久
保
橋
橋
梁
長
寿
命
化

対
策
改
修
事
業
　
　
　

　
◎
庁
舎
議
場
音
響
設
備
等

改
修
事
業
　
　
　
　
　

　
◎
高
齢
者
等
見
守
り
対
策

シ
ス
テ
ム
運
営
事
業
　

　
◎
富
迫
集
会
所
改
築
事
業

い
ず
れ
の
事
業
も
、
産
業
を

振
興
し
、
交
通
通
信
連
絡
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
住
民

の
生
活
の
安
定
と
福
祉
の
向

上
を
図
る
た
め
に
必
要
な
も

の
で
、
今
回
「
九
重
町
過
疎

地
域
自
立
促
進
計
画
」
に
加

え
る
も
の
で
あ
り
、
適
当
で

あ
る
と
の
結
論
に
達
し
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
定
住
促
進
住
宅
に
係
る
住

宅
用
地
等
の
貸
与
及
び
譲
渡

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
は
、
町
有
財
産
の
無
償

譲
渡
に
つ
い
て
は
、
地
方
自

治
法
第
２
３
７
条
第
２
項
に

お
い
て
「
条
例
又
は
議
会
の

議
決
に
よ
る
場
合
」
と
規
定

さ
れ
て
お
り
、
同
規
定
に
基

づ
き
本
条
例
を
定
め
る
も
の

で
あ
り
、
適
当
で
あ
る
と
の

結
論
に
達
し
ま
し
た
。

　
川
下
北 

区
長 

江
藤 

茂 

氏
か
ら
の

　町
道
編
入
を
求

め
る
陳
情
に
つ
い
て
は
、
県

道
よ
り
室
園
公
民
館
を
経
由

し
県
道
に
繋
が
る
ま
で
の
道

路
は
町
道
と
し
て
認
定
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
公
民
館
の
分

岐
点
か
ら
約
20
ｍ
の
間
は
町

有
地
で
あ
り
な
が
ら
、
町
道

と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
こ
の
道
路
沿
い

に
は
防
火
水
槽
も
あ
り
、
火

災
時
に
は
消
防
車
両
も
通
行

す
る
公
共
性
の
高
い
道
路
で

あ
り
、
陳
情
の
趣
旨
は
理
解

で
き
る
こ
と
か
ら
、
採
択
す

る
こ
と
で
意
見
の
一
致
を
み

ま
し
た
。

　
大
分
県
ホ
ッ
ケ
ー
協
会

会
長 

吉
光
幸
夫
氏
か
ら
の

「
こ
こ
の
え
縁
陽
中
学
校
に

ホ
ッ
ケ
ー
部
（
男
女
）
の
創

設
を
求
め
る
陳
情
に
つ
い
て

は
、
九
重
町
に
は
三
大
会
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
選
手
も
お

り
、
一
村
一
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
町
も
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
郡
内
の
高
校
に
は
、
県

内
で
唯
一
の
ホ
ッ
ケ
ー
部
も

あ
り
、
全
国
に
通
用
す
る
選

手
を
育
て
る
た
め
に
も
小
、

中
学
校
か
ら
競
技
を
ス
タ
ー

ト
で
き
る
環
境
作
り
が
大
切

で
あ
り
、
陳
情
の
趣
旨
は
理

解
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
中

学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て

は
、
生
徒
数
や
学
校
現
場
の

状
況
に
左
右
さ
れ
、
保
護
者

の
考
え
や
指
導
者
の
確
保

等
の
課
題
も
多
く
、
特
定

の
競
技
を
新
た
に
部
活
動

と
し
て
創
設
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
今
後
、
慎
重
な

議
論
を
重
ね
る
必
要
が
あ

る
事
か
ら
、
継
続
審
査
に
す

る
事
と
し
ま
し
た
。
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決
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案
件
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案
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会
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告
陳情

1件

木の香りただよう完成間近い現場

東飯田、室園からの陳情（現地視察）

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

来年度工事着工。土器、矢尻等出
土されておりました。



（歳出）
○自立支援費（障害者介護・訓練等給付費の増） （3216万円）
○本人通知事前登録管理システム導入委託 （315万円）
○工事請負費（３か所）
　・相口線（河川部護岸工の減） （▲1600万円）
　・川西木納水線（岩掘削工事の増） （1000万円）
　・滝上線（河川部護岸工の増） （1030万円）
○ここのえ緑陽中学校開校準備経費等 （1340万円）
○町有施設整備基金積立金 （8000万円）
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回
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本
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は
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か
ら
21
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ま
で
の
16
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開
催
さ
れ
、議
案
18
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件
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補正後予算
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一般会計補正予算
（第６号）

平成２４年度
一般会計補正予算
（第６号）

（歳出）
○コミバス購入（４WD・14人乗り） （400万円）
○軽自動車購入（４WD・公民館・地区協議会支援用） （580万円）
○活きいきランド施設周辺防犯対策事業（５か所・防犯カメラ等設置） （950万円）
○測量設計委託（３路線）
　・中巣野矢線（L＝300ｍ、W＝４ｍ） （390万円）
　・平家山支線（L＝420ｍ、W＝５ｍ） （670万円）
　・梅木津留下畑線（L＝300ｍ、W＝４ｍ） （480万円）
○工事請負費（１路線）
　・四季彩ロード線舗装工事（L＝260ｍ、W＝7ｍ） （650万円）
○給食運搬車購入（２台） （1260万円）

補　正　額
補正後予算

5320万円
76億1791万円
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（第７号）
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あな い いわ お

熊　谷　　　薫
くま がえ かおる

武　石　裕　臣
たけ いし ひろ み

矢　野　福　美
や の ふく み
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あ そう なり こ

佐　藤　德　幸
さ とう のり ゆき

佐　藤　秀　信
さ とう ひで のぶ

田　中　德　美
た なか とく み
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装
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業
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湯
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線
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害
防

除
事
業

　
◎
恵
良
粟
野
線
粟
野
橋
橋

梁
長
寿
命
化
対
策
改
修

事
業

　
◎
恵
良
粟
野
線
粟
野
小
橋

橋
梁
長
寿
命
化
対
策
改

修
事
業

　
◎
楮
原
線
楮
原
橋
橋
梁
長

寿
命
化
対
策
改
修
事
業

　
◎
無
田
須
久
保
線
無
田
須

久
保
橋
橋
梁
長
寿
命
化

対
策
改
修
事
業
　
　
　

　
◎
庁
舎
議
場
音
響
設
備
等

改
修
事
業
　
　
　
　
　

　
◎
高
齢
者
等
見
守
り
対
策

シ
ス
テ
ム
運
営
事
業
　

　
◎
富
迫
集
会
所
改
築
事
業

い
ず
れ
の
事
業
も
、
産
業
を

振
興
し
、
交
通
通
信
連
絡
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
住
民

の
生
活
の
安
定
と
福
祉
の
向

上
を
図
る
た
め
に
必
要
な
も

の
で
、
今
回
「
九
重
町
過
疎

地
域
自
立
促
進
計
画
」
に
加

え
る
も
の
で
あ
り
、
適
当
で

あ
る
と
の
結
論
に
達
し
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
定
住
促
進
住
宅
に
係
る
住

宅
用
地
等
の
貸
与
及
び
譲
渡

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
は
、
町
有
財
産
の
無
償

譲
渡
に
つ
い
て
は
、
地
方
自

治
法
第
２
３
７
条
第
２
項
に

お
い
て
「
条
例
又
は
議
会
の

議
決
に
よ
る
場
合
」
と
規
定

さ
れ
て
お
り
、
同
規
定
に
基

づ
き
本
条
例
を
定
め
る
も
の

で
あ
り
、
適
当
で
あ
る
と
の

結
論
に
達
し
ま
し
た
。

　
川
下
北 

区
長 

江
藤 

茂 

氏
か
ら
の

　町
道
編
入
を
求

め
る
陳
情
に
つ
い
て
は
、
県

道
よ
り
室
園
公
民
館
を
経
由

し
県
道
に
繋
が
る
ま
で
の
道

路
は
町
道
と
し
て
認
定
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
公
民
館
の
分

岐
点
か
ら
約
20
ｍ
の
間
は
町

有
地
で
あ
り
な
が
ら
、
町
道

と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
こ
の
道
路
沿
い

に
は
防
火
水
槽
も
あ
り
、
火

災
時
に
は
消
防
車
両
も
通
行

す
る
公
共
性
の
高
い
道
路
で

あ
り
、
陳
情
の
趣
旨
は
理
解

で
き
る
こ
と
か
ら
、
採
択
す

る
こ
と
で
意
見
の
一
致
を
み

ま
し
た
。

　
大
分
県
ホ
ッ
ケ
ー
協
会

会
長 

吉
光
幸
夫
氏
か
ら
の

「
こ
こ
の
え
縁
陽
中
学
校
に

ホ
ッ
ケ
ー
部
（
男
女
）
の
創

設
を
求
め
る
陳
情
に
つ
い
て

は
、
九
重
町
に
は
三
大
会
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
選
手
も
お

り
、
一
村
一
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
町
も
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
郡
内
の
高
校
に
は
、
県

内
で
唯
一
の
ホ
ッ
ケ
ー
部
も

あ
り
、
全
国
に
通
用
す
る
選

手
を
育
て
る
た
め
に
も
小
、

中
学
校
か
ら
競
技
を
ス
タ
ー

ト
で
き
る
環
境
作
り
が
大
切

で
あ
り
、
陳
情
の
趣
旨
は
理

解
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
中

学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て

は
、
生
徒
数
や
学
校
現
場
の

状
況
に
左
右
さ
れ
、
保
護
者

の
考
え
や
指
導
者
の
確
保

等
の
課
題
も
多
く
、
特
定

の
競
技
を
新
た
に
部
活
動

と
し
て
創
設
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
今
後
、
慎
重
な

議
論
を
重
ね
る
必
要
が
あ

る
事
か
ら
、
継
続
審
査
に
す

る
事
と
し
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
案
件

議
案
第
75
号

陳
情

受
付
番
号
第
７
号

陳
情

こ
こ
の
え
緑
陽
中
学
校

視
察

北
代
定
住
促
進
住
宅

遺
跡
発
掘
現
場
視
察

受
付
番
号
第
6
号

議
案
第
76
号

議
案
第
78
号

議
案
第
77
号

教
育
民
生
観
光
常
任
委
員
会

審 

査 

報 

告
陳情

1件

木の香りただよう完成間近い現場

東飯田、室園からの陳情（現地視察）

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

来年度工事着工。土器、矢尻等出
土されておりました。
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貯金は62万円貯金は62万円
町民一人あたりの町民一人あたりの

借金は57万円
　平成23年度、一般会計は歳入総額73億65276千円で
前年度対比で7.26％増、歳出総額は69億17931千円で
前年度より、7.63％減となっています。

年度
平成22年度

平成23年度

9.63%

9.62%

5.7%

5.7%

36.6%

35.2%

84.6%

84.3%

項目 実質収支比率 実質公債比率 自主財源比率 経常収支比率

について、一般会計の町税、使用料、及び諸収入等の収入未済額が115,852千円と前年度より
23,656千円減少しています。これは担当職員の努力に加え、県の特別滞納整理室から職員派遣を
受け入れ、徴収が困難な滞納者に対し預貯金や不動産「差押え」等滞納処分を共同で処理でき

たことによると考えられますが、長引く景気低迷で依然として厳しい状況もあり効率的な滞納整理を進めるこ
と、入湯税については、収入未済額が増額しており引き続き収納率の向上に努めていただきたい。
　また、税収で本町が高い徴収率を誇っているのは、納税組合の存在が大きく、ここ数年続く納税組合の解散の
歯止めに行政をあげて取り組みを期待します。

については、歳出予算の目的どおり適正に執行されたか、成果が十分に達成されたかを審査し
ました。主に委託料や補助金、工事請負費、扶助費等の公共性、公益性、平等性を審査し指摘
事項は、各担当課に伝え改善を求めております。

　付託された案件については、自律のまちづくりを目指す当町においてさらなる行政効果や投資効果が最大限上
がるよう要望し、審査結果の報告とします。

改善又は検討を求めるもの

歳入

歳出

基金 貯金はこれだけ 地方債 借金はこれだけ

基　金　名

財 政 調 整 基 金

減 債 基 金

町 有 施 設 整 備 基 金

ふるさと創生事業基金

福 祉 基 金

地 域 振 興 基 金

環 境 整 備 基 金

ふるさと農村活性化基金

スクールバス事業基金

足 立 敬 老 基 金

飯田小学校図書整備基金

飯田中学校図書整備基金

土 地 開 発 基 金

特 別 導 入 事 業 基 金

用 品 調 達 基 金

災害住宅資金貸付基金

証 紙 購 買 基 金

小　　　計

飯田高原診療所施設整備基金

国 民 健 康 保 険 基 金

高 額 療 養 費 貸 付 基 金

水 道 基 金

介 護 保 険 基 金

介護従事者処遇改善特例交付金

小　　　計

合　　　計

22年度末残高

1,058,338

1,935,727

1,664,202

499,862

207,456

28,409

50,970

10,737

56,942

10,000

9,000

9,000

139,741

37,700

10,000

3,000

1,000

5,732,084

6,554

85,796

5,000

178,612

11,061

5,225

292,248

6,024,332

23年度末残高

1,059,409

1,936,978

2,243,338

477,505

207,456

28,429

51,007

10,744

56,939

10,000

8,300

8,000

139,842

36,772

10,000

3,000

1,000

6,288,719

6,559

85,858

5,000

180,938

11,069

0

289,424

6,578,143

資金区分　借入先 22年度末残高

4,372,354

822,797

5,195,151

168,198

271,718

439,916

5,635,067

23年度末残高

4,923,175

685,732

5,608,907

143,731

258,033

401,764

6,010,671

財政融資資金

旧郵政公社資金

小　　計

市 中 銀 行 等

地方公共団体金融機関

小　　計

   合　　計

財
政
資
金

そ
の
他

（単位：千円） （単位：千円）

収入未済総額
（滞納金）

税　　目 22年度末

95,586

5,346

12,683

4,308

21,586

139,509

23年度末

92,177

3,174

11,800

4,693

4,008

115,852

 増　減

△3,409

△2,172

△883

385

△17,578

△23,657

町 税

分担金・負担金

使用料・手数料

財 産 収 入

諸 収 入

合　　計

実
質
収
入
未
済
の
内
訳

（単位：千円）

平成23年度決算審査特別委員会報告

※１ ※2 ※3 ※4

※１ 実質収支比率とは
実質収支比率とは、標準財政規模に対する実質収支の割合をいいます。
実質収支は、その年度に属すべき収入と支出の実質的な差額（形式収支
から繰越すべき財源を差し引いたもの）、つまり市町村の「黒字」また
は「赤字」を意味します。
一般的には、３～５％程度が望ましいとされています。
＊実質収支(％）＝実質収支額÷標準財政規模
H23九重町では、（389,209千円)÷(4,044,405千円)＝9.62％
となります。

※２ 実質公債比率とは
兼業農家に例えると、給料が主な収入の兼業農家の場合、農機具のロー
ン返済に農業収入だけで無く給料の収入を充てる場合もあろうかと…。
生活費のローンと農業用のローンを合計した額が標準的な給料（基準と
なる数値がある）に対して、どれぐらいあるかを見たものに似ています。

※３ 自主財源比率とは
町が自分の力で収入にできる財源で、例えば地方税や施設の使用料、財
産収入、寄付金などがあります。これが町の総収入（国や県から来るも
の等）のうち、どのくらいあるのかを表したものです。

※４ 経常収支比率とは
家計に例えると、毎月の給料に対して食費、家賃、公共料金の基本料、
ローン返済など決まって支払わなければならない経費の割合のようなも
のです。
この割合が高ければ高いほど、やりくりが苦しくなりますよね。
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年
後
、
九
重
町
の

人
口
予
測
は
８
８
０
０
人
、

総
合
計
画
に
打
ち
出
し
た
、

定
住
一
万
人
を
死
守
す
る
為

の
意
気
込
み
を
問
う
。

　
　
　
定
住
一
万
人
確
保
は

非
常
に
厳
し
い
状
況
の
中
、

行
政
と
町
民
が
課
題
を
共
有

し
、
無
駄
を
は
ぶ
き
簡
素
に

て
住
み
た
く
な
る
町
づ
く

り
、
そ
の
た
め
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
作
成
し
て
前
進
し
て

い
る
。
日
本
一
を
目
指
す
と

い
う
意
気
込
み
を
示
し
た
も

の
。

　
　
　
各
課
、
定
住
一
万
人

に
向
け
た
取
組
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　 

空
家
紹
介
、

民
間
住
宅
助
成
、
家
屋
改
修

事
業
、
結
婚
支
援
等
を
行
っ

て
い
る
。
我
町
に
住
み
た
い

と
の
要
望
は
多
い
。

　
　
　
　
　
　
　 

出
産
祝

金
、結
婚
祝
金
、
子
育
て
支

援
、
医
療
費
助
成
等
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
は
健
康
と
福

祉
も
重
視
し
、
各
種
補
助
事

業
に
よ
り
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
安
心
し
て
住
め
る
町

を
目
指
す
。

　
　
　
　
　
　
文
化
セ
ン

タ
ー
事
業
、
公
民
館
事
業
に

よ
り
、
文
化
事
業
を
広
く
町

民
へ
提
供
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
各
種
補
助
事
業

を
活
用
し
、
集
落
営
農
組
織

化
を
推
進
、
戸
別
所
得
補
償

制
度
の
拡
充
、
人
・
農
地
プ

ラ
ン
の
推
進
等
に
取
り
組
む
。

　
　
　
　
　
　 

課
と
し

て
は
２
万
人
の
交
流
人
口

を
重
視
。

　
滞
在
型
の
観
光
客
を
増

や
す
た
め
に
、
新
し
い
取

り
組
み
を
行
う
。
見
る
観

光
だ
け
で
な
く
、
体
験
型

観
光
に
力
を
い
れ
た
い
。

　
　
　
具
体
的
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
作
業
チ
ー
ム
の

状
況
は
。

　
　
　
20
を
超
え
る
作
業
班

か
ら
提
案
が
あ
り
、
現
在
管

理
職
で
、
25
年
か
ら
始
め
る

項
目
を
選
定
中
で
あ
る
。

 
 

　
現
在
検
討
中
の
計
画

を
、
ど
の
様
に
実
施
す
る
の

か
。

　
　
　
多
岐
に
渡
る
た
め
、

計
画
を
見
極
め
、
10
年
間
の

取
り
組
み
と
し
て
随
時
、
実

行
し
て
い
く
。
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観
光
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あ
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長
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進
捗
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況
は

　
　
　
我
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に
と
っ
て
観
光

振
興
は
大
き
な
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題
、
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光

客
の
中
で
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内
施
設
宿
泊
者

の
実
績
は
ど
う
か
。

　
　
　
推
計
宿
泊
者
は
毎

年
、減
少
し
て
い
る
の
が
現
実
。

　
　
　
宿
泊
者
を
増
や
す
事

が
重
要
、
厳
し
い
状
況
の
中

九
重
町
の
課
題
は
何
か
。

　
　
　
観
光
客
は
社
会
情
勢

に
、
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。

　
効
果
的
な
情
報
発
信
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
的
確
に
判
断

す
る
。ま
た
、自
然
に
食
を
か

ら
め
た
、地
元
資
源
を
生
か

す
体
験
型
も
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
町
全
体
と
し
て
の
観

光
イ
メ
ー
ジ
が
無
い
。
案
内

板
も
含
め
、
各
観
光
地
の
連

携
、
一
体
感
が
必
要
。

　
　
　
案
内
板
は
整
備
中
、

今
後
の
方
向
性
と
し
て
、
外

国
人
観
光
客
誘
致
、
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
、
自
然
を
生
か
す
等

を
行
う
が
、
大
切
な
事
は
受

け
入
れ
る
側
の
サ
ー
ビ
ス
向

上
が
不
可
欠
で
あ
る
。
サ
ー

ビ
ス
向
上
講
座
に
も
取
組
ん

で
い
る
。

 
 

　
各
々
の
観
光
地
で
な

く
、
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が
一
本
に
な
っ
た
観

光
発
信
力
、
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全
体
と
し
て

の
取
組
み
を
望
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。
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従
事
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の
高
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化
が
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中
、
特
に
中
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間
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の
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確
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を
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の
か
。
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者
に
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テ
ム
を
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。
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、
厳
し
い
壁

も
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る
が
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プ
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を
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。
担

い
手
、
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集
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な
ど
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落

で
の
話
し
合
い
が
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で
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が
、
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落
協
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し
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い
る
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も
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た
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（
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が
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。
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、
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の
意
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し
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、
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、
10
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の
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を
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め
人
と
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地
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て
県
と
協
力
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ら
、
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の
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に
も
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と
協
力
し
な
が

ら
、
地
域
の
方
々
に
も
提
案

し
て
い
き
た
い
。

宿
泊
客
の
増
が
必
要

対
策
は

情
報
発
信
と
サ
ー
ビ
ス
向
上

佐
藤

　博
美

佐
藤

町
長

佐
藤

佐
藤

佐
藤

佐
藤

町
長

町
長

町
長

町
長

佐
藤

集
落
の
話
し
合
い

山
間
部
の
農
地

確
保
の
対
応
は

　
　
　
平
成
24
年
度
、
主
要

農
産
物
の
販
売
実
績
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
（
ト
マ
ト
・
牛
・

梨
・
椎
茸
・
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
・
白
ネ
ギ
・
花
・
米
・

に
つ
い
て
詳
し
く
実
績
報

告
）
、
Ｊ
Ａ
出
荷
分
に
限
っ

た
数
字
で
あ
る
が
、
全
体
的

に
量
、
販
売
額
、
共
に
減
少

傾
向
に
あ
る
。

　
　
　
新
規
参
入
、
規
模
拡

大
へ
の
対
応
は
で
き
て
い
る

の
か
。

　
　
　
支
援
策
に
つ
い
て
は

随
時
、
県
と
協
力
し
て
行
っ

て
い
く
。

　
　
　
現
状
維
持
が
精
一
杯

の
感
が
あ
る
。
成
長
戦
略
へ

ど
の
様
に
取
り
組
む
の
か
。

　
　
　
担
当
課
の
組
織
も
今

年
か
ら
グ
ル
ー
プ
分
け
し
て

体
制
を
整
え
た
。
部
会
へ
の

支
援
を
中
心
に
、
Ｊ
Ａ
・
関

係
機
関
と
の
連
携
を
深
め

る
。

　
　
　
担
当
課
だ
け
で
、
対

応
が
本
当
に
出
来
る
の
か
。

　
　
　
日
本
の
経
済
も
、
高

齢
化
の
現
実
も
非
常
に
厳
し

い
。
Ｊ
Ａ
、
県
と
の
連
携
が

不
足
し
て
い
る
の
も
事
実
。

も
っ
と
連
携
で
き
る
体
制
を

目
指
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
主
要
作
物
で
あ
る
、

米
の
販
売
戦
略
が
不
可
欠
。

そ
の
た
め
に
は
、
町
単
独
の

取
り
組
み
で
は
無
理
が
あ
る
。

　
　
　
特
別
栽
培
米
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
。
高
値

で
販
売
し
て
い
る
所
は
、
地

域
性
も
あ
る
。
先
進
地
研
修

も
行
い
、
当
地
で
最
善
の
方

法
を
探
っ
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
Ｊ
Ａ
、
県
と
の
連
携
を

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
県
に
応
援
を
求
め
、

議
論
の
場
を
設
け
る
こ
と
を

強
く
要
望
す
る
。

主
要
農
産
物
販
売
の

実
績
は

減
少
傾
向
に
あ
る

坂
本

　憲
治

坂
本

町
長

坂
本

坂
本

坂
本

坂
本

町
長

町
長

町
長

町
長

坂
本

観光協会主催の接遇セミナー

第１０回全国和牛能力共進会（長崎県）
県代表玖珠郡チーム

１２月子牛市場 約５万円の高値販売

夜間議会開催夜間議会開催

九重町
第４次総合計画



９ ８

　
　
　
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
振

興
、
平
成
15
年
か
ら
５
ヵ
年

計
画
で
15
ヘ
ク
タ
ー
ル
作
付

し
、
収
入
も
反
64
万
で
、
９

千
６
百
万
加
工
も
入
れ
て
１

億
円
産
業
を
目
指
す
と
答

弁
、
し
か
し
成
果
が
出
て
い

な
い
。

　
　
　
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は
、

半
分
以
上
農
協
外
出
荷
さ
れ

る
と
思
う
が
、
玖
珠
、
湯
布

院
の
『
道
の
駅
』
や
『
ふ
る

さ
と
館
』
、
ジ
ャ
ム
に
し
て

自
分
で
売
る
方
や
摘
み
取
り

園
も
結
構
あ
る
。
か
な
り
の

価
格
で
売
れ
、
生
産
量
も
あ

る
と
思
う
。

　
　
　
観
光
統
計
調
査
で
、

平
成
19
年
と
21
年
を
比
較
し

た
と
き
、
日
田
市
は
約
２
万

８
千
人
の
宿
泊
減
、
九
重
町

は
10
万
人
の
宿
泊
減
こ
の
数

字
は
大
き
い
、
九
重
町
が
10

万
も
減
っ
て
い
る
の
は
、
何

か
そ
こ
に
原
因
や
課
題
が
あ

る
の
で
は…

。

　
課
題
や
問
題
を
克
服
す
る

に
は
ど
う
す
る
の
か
、
色
々

な
事
業
を
や
っ
て
い
る
が
、

成
果
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。

　
　
　
観
光
宿
泊
者
数
は
伸

び
悩
み
、
減
少
し
て
い
る
こ

と
が
問
題
で
、
い
か
に
増
や

す
か
が
課
題
で
あ
る
。
情
報

収
集
と
効
果
的
な
宣
伝
と
、

「
温
か
く
も
て
な
す
」
心
の

こ
も
っ
た
サ
ー
ビ
ス
、
質
的

向
上
が
大
事
で
観
光
協
会
と

一
緒
に
な
っ
て
研
鑽
を
積

み
、
現
状
よ
り
悪
く
な
ら
な

い
よ
う
に
、
財
政
規
律
を
保

ち
集
中
と
選
択
で
事
業
を
進

め
て
い
く
。

農
業
と
観
光

原
因
と
課
題
は

集
中
と
選
択

江
藤

　一
幸

江
藤

町
長

江
藤

町
長

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

集
中
と
選
択

　
　
　
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の

積
雪
被
害
の
防
止
策
、
支
援

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
被
害
に
対
す
る
補
助

が
無
い
の
で
、
生
産
者
自
身

に
収
穫
後
ビ
ニ
ー
ル
を
取
り

除
く
、
補
強
を
す
る
等
の
指

導
を
し
な
が
ら
、
併
せ
て
気

象
情
報
の
提
供
に
努
め
る
。

　
　
　
情
報
提
供
を
、
ど
の

様
に
徹
底
す
る
の
か
。

　
　
　
現
在
、
Ｊ
Ａ
の
部
会

と
連
携
し
て
い
る
が
、
今
後

は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
活
用

も
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
道
路
の
除
雪
作
業
を

早
め
に
手
当
す
べ
き
。
地
元

業
者
と
の
連
携
は
ど
う
か
。

　
　
　
公
道
が
長
す
ぎ
て
、

全
て
の
道
を
行
政
が
対
応
す

る
の
は
無
理
。
区
長
へ
の
対

応
を
は
じ
め
、
業
者
と
協
力

も
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
毎
年
、
凍
結
防
止
用

の
塩
カ
リ
に
多
額
の
費
用

が
、
か
か
っ
て
い
る
。
除
雪

の
方
に
力
を
入
れ
る
べ
き
で

は
。

　
　
　
バ
ス
路
線
は
10
㎝
を

め
ど
に
除
雪
を
し
、
そ
の
他

の
路
線
も
、
除
雪
車
で
充
分

で
な
い
所
に
塩
カ
リ
を
散
布

し
て
い
る
。

　
　
　
各
地
区
の
機
械
所
有

者
、
区
長
と
の
関
わ
り
は
充

分
か
。

　
　
　
業
者
に
も
、
協
力
を

頂
い
て
い
る
。
区
長
へ
は
、

区
長
会
を
通
じ
て
支
援
策
の

説
明
や
協
力
依
頼
を
行
っ
て

い
る
。

　
　
　
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

取
組
み
を
、
ど
う
考
え
る
か

　
　
　
我
町
は
、
電
力
自
給

率
が
全
国
一
で
あ
る
が
、
再

生
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

は
、
町
単
位
で
、
取
り
組
む

べ
き
も
の
で
は
な
い
。

　
　
　
松
木
ダ
ム
小
水
力
発

電
の
現
状
は
。

　
　
　
今
年
度
は
設
計
、
来

年
度
に
向
け
、
水
利
権
等
を

交
渉
中
で
あ
り
、
事
業
実
施

は
26
年
度
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
事
業
に
対
し
て
、
町

は
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
か
。

　
　
　
こ
の
事
業
で
発
電
し

た
も
の
は
、
ダ
ム
の
維
持
管

理
の
た
め
に
使
う
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
以
外
に
は
使
え
な

い
。

雪
害
対
策
は
十
分
か

区
長
・
業
者
と
協
力

藤
原

　三
治

藤
原

町
長

藤
原

藤
原

藤
原

藤
原

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

藤
原

町
長

町
長

藤
原

藤
原

町内宿泊施設の地熱発電（990ｋｗ）

どろんこ祭り

【宿泊客数の推移】（県宿泊客統計、単位：人泊）

日 田 市

　うち外国人

九 重 町

　うち外国人

町
単
独
で
は

適
当
で
な
い

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
取
組
み
は

　
　
　
「
日
本
一
の
田
舎
づ

く
り
」
精
神
論
が
主
で
あ
り

具
体
的
な
意
味
が
分
か
り
に

く
い
が
。

　
　
　
町
民
が
町
に
誇
り
を

持
っ
て
来
た
、
具
体
的
で
は

な
い
が
、
日
本
一
を
目
指
す

町
民
の
気
持
ち
や
意
気
込
み

が
大
切
。

　
　
　
地
域
を
活
性
化
す
る

為
の
地
区
協
議
会
。
行
政
と

の
役
割
分
担
は
。

　
　
　
地
区
協
議
会
は
、
25

年
度
本
格
実
施
に
向
け
作
業

中
、
役
割
分
担
に
つ
い
て

は
、
公
助
に
あ
た
る
部
分

は
、
当
然
行
政
が
責
任
を
持

ち
、
地
域
の
活
性
化
や
、
見

守
り
等
の
共
助
に
あ
た
る
部

分
を
、
地
区
協
議
会
に
担
っ

て
頂
き
た
い
。

　
　
　
今
の
状
況
で
は
、
地

区
協
議
会
の
負
担
、
責
任
が

重
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
育
成
協
、
体
協
、
地

区
同
啓
等
も
、
協
議
会
へ
移

行
し
た
い
。
地
区
に
よ
っ
て

協
議
会
の
温
度
差
も
あ
る
た

め
、
当
分
の
間
は
行
政
が
支

援
を
続
け
て
い
く
。

　
　
　
補
助
金
の
あ
り
方
も

現
状
維
持
で
業
務
の
丸
投
げ

と
受
け
止
め
ら
れ
な
い
か
。

　
　
　
補
助
金
に
つ
い
て

は
、
ス
タ
ー
ト
の
年
で
も
あ

り
、
実
績
や
内
容
を
見
な
が

ら
増
額
も
含
め
検
討
し
て
い

く
。

　
　
　
25
年
度
、
町
単
独
の

景
気
対
策
に
ど
う
取
り
組
む
。

　
　
　
国
へ
の
期
待
も
大
き

い
が
、
町
と
し
て
も
必
要
。

現
在
、
予
算
の
査
定
中
で
あ

る
が
、
公
共
事
業
の
有
り
方

も
含
め
、
町
内
需
要
の
拡
大

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
大
吊
橋
の
使
用
料
、

基
金
の
利
息
を
有
効
活
用
す

る
為
、
町
民
へ
還
元
す
べ
き
。

　
　
　
６
年
経
過
し
、
運
用

益
は
借
入
金
返
済
を
最
優
先

す
る
考
え
方
。
今
後
は
、
中

学
跡
地
等
の
町
有
施
設
の
整

備
が
山
積
し
て
お
り
、
町
有

施
設
整
備
基
金
へ
積
み
た

い
。

　
　
　
整
備
基
金
で
は
、

ハ
ー
ド
事
業
に
し
か
使
え
な

い
。
日
本
一
の
田
舎
づ
く
り

に
使
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
ソ
フ
ト
事
業
面
を
一

般
財
源
で
充
て
る
事
に
よ
っ

て
、
ハ
ー
ド
面
へ
の
負
担
を

平
等
化
す
る
事
が
で
き
、
結

果
的
に
町
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ

な
が
る
。

共
助
の
分
野
を

土
井
眞
一
郎

土
井

町
長

土
井

土
井

土
井

町
長

町
長

土
井

町
長

土
井

町
長

町
長

土
井

町
長

　
　
　
教
育
委
員
会
組
織
で

の
、
教
育
委
員
長
と
教
育
長

の
関
係
は
。

　
　
　
　
教
育
委
員
会
の
組

織
は
、
非
常
勤
の
教
育
委
員

と
常
勤
の
教
育
長
で
組
織
さ

れ
て
い
る
。
教
育
委
員
会

は
、
あ
く
ま
で
も
合
議
制
と

な
っ
て
お
り
、
委
員
会
で
審

議
し
た
内
容
を
、
事
務
局
の

責
任
者
で
あ
る
教
育
長
が
実

施
す
る
組
織
で
あ
る
。

　
　
　
教
育
委
員
会
の
活
動

は
、
一般
の
住
民
か
ら
見
え
に

く
い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
。

　
　
　
　
非
常
勤
の
教
育
委

員
は
、
教
育
現
場
か
ら一定
の

距
離
を
保
ち
つ
つ
、
さ
ま
ざ

ま
な
立
場
や
人
生
経
験
か
ら

教
育
に
対
し
て
、
多
面
的
多

角
的
に
民
意
を
反
映
し
て
、

意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
　
　
教
育
委
員
会
で
は
、

頻
繁
に
会
議
を
開
い
て
い
る

が
、
報
酬
は
見
合
っ
て
い
る

の
か
。

　
　
　
教
育
委
員
会
事
務
局

よ
り
、
報
酬
の
見
直
し
提
案

は
で
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
自

律
推
進
計
画
や
財
政
再
建
計

画
で
経
費
の
削
減
等
行
っ
て

き
た
経
緯
も
あ
り
、
こ
れ
ま

で
も
協
議
を
重
ね
て
き
た
。

　
現
状
で
は
、
結
論
は
出
て

い
な
い
が
、
来
年
に
向
け
て

玖
珠
町
と
の
町
長
会
で
、
全

て
の
委
員
会
に
つ
い
て
見
直
し

を
含
め
て
検
討
課
題
と
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

　
　
　
秋
田
方
式
の
完
結
型

授
業
の
取
組
み
状
況
と
宮
崎

県
の
五
ヶ
瀬
町
方
式
の
調
査

結
果
は
。
ま
た
、
子
ど
も
た

ち
の
様
子
は
。

　
　
　
　
秋
田
方
式
の
授
業

は
、
ど
の
学
校
現
場
も
１
時

間
完
結
型
授
業
方
式
を
取
り

入
れ
て
い
る
。
導
入
、
展
開
、

ま
と
め
と
い
う
３
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
で
授
業
を
進
め
て
い
る

が
、
小
学
校
で
は
右
肩
上
が

り
で
学
力
が
向
上
し
て
い
る
。

　
五
ヶ
瀬
町
の
取
り
組
み

は
、
町
全
体
の
学
校
を
１
つ

の
学
校
と
し
て
捉
え
、
教
育

課
程
も
編
成
し
直
し
、
少
人

数
の
授
業
や
多
人
数
の
授
業

に
分
け
て
い
る
。
ま
た
、
先

生
も
そ
れ
に
合
わ
せ
て
活
用

で
き
る
こ
と
か
ら
、
非
常
に

考
え
た
取
組
み
を
し
て
お
り

大
い
に
参
考
に
な
る
。

　
ま
た
、
中
学
校
の
状
況
で

あ
る
が
、
見
違
え
る
ほ
ど
良

く
な
って
い
る
。
引
き
続
き
、

今
の
状
況
を
基
本
的
に
保
ち

な
が
ら
、
健
全
で
明
る
い
学

校
づ
く
り
を
目
指
す
。

　
　
　
こ
れ
か
ら
の
時
代
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
人
材
と
考

え
る
。
理
想
を
持
っ
て
、
学

校
の
あ
る
べ
き
姿
を
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

地
区
協
議
会
の
役
割
は

教
育
委
員
会
の
活
動
を
全
面
に

日
野

　康
志

日
野

教
育
長

日
野

日
野

教
育
長

日
野

日
野

教
育
長

町
長

25
年
度
、町
の

景
気
対
策
は

組
織
の
育
成
と

人
材
の
育
成
を
！

H19年

285,012

7,521

240,594

3,169

Ｈ20年

264,930

14,155

176,490

6,882

Ｈ21年

237,360

6,145

145,358

720

Ｈ22年

249,494

130,102

148,044

8,459

Ｈ23年（速報値）

256,742

–

140,116

–

減少数

△ 28,270

–

△ 100,478

–

ここに
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９ ８

　
　
　
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
振

興
、
平
成
15
年
か
ら
５
ヵ
年

計
画
で
15
ヘ
ク
タ
ー
ル
作
付

し
、
収
入
も
反
64
万
で
、
９

千
６
百
万
加
工
も
入
れ
て
１

億
円
産
業
を
目
指
す
と
答

弁
、
し
か
し
成
果
が
出
て
い

な
い
。

　
　
　
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は
、

半
分
以
上
農
協
外
出
荷
さ
れ

る
と
思
う
が
、
玖
珠
、
湯
布

院
の
『
道
の
駅
』
や
『
ふ
る

さ
と
館
』
、
ジ
ャ
ム
に
し
て

自
分
で
売
る
方
や
摘
み
取
り

園
も
結
構
あ
る
。
か
な
り
の

価
格
で
売
れ
、
生
産
量
も
あ

る
と
思
う
。

　
　
　
観
光
統
計
調
査
で
、

平
成
19
年
と
21
年
を
比
較
し

た
と
き
、
日
田
市
は
約
２
万

８
千
人
の
宿
泊
減
、
九
重
町

は
10
万
人
の
宿
泊
減
こ
の
数

字
は
大
き
い
、
九
重
町
が
10

万
も
減
っ
て
い
る
の
は
、
何

か
そ
こ
に
原
因
や
課
題
が
あ

る
の
で
は…

。

　
課
題
や
問
題
を
克
服
す
る

に
は
ど
う
す
る
の
か
、
色
々

な
事
業
を
や
っ
て
い
る
が
、

成
果
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。

　
　
　
観
光
宿
泊
者
数
は
伸

び
悩
み
、
減
少
し
て
い
る
こ

と
が
問
題
で
、
い
か
に
増
や

す
か
が
課
題
で
あ
る
。
情
報

収
集
と
効
果
的
な
宣
伝
と
、

「
温
か
く
も
て
な
す
」
心
の

こ
も
っ
た
サ
ー
ビ
ス
、
質
的

向
上
が
大
事
で
観
光
協
会
と

一
緒
に
な
っ
て
研
鑽
を
積

み
、
現
状
よ
り
悪
く
な
ら
な

い
よ
う
に
、
財
政
規
律
を
保

ち
集
中
と
選
択
で
事
業
を
進

め
て
い
く
。

農
業
と
観
光

原
因
と
課
題
は

集
中
と
選
択

江
藤

　一
幸

江
藤

町
長

江
藤

町
長

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

集
中
と
選
択

　
　
　
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の

積
雪
被
害
の
防
止
策
、
支
援

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
被
害
に
対
す
る
補
助

が
無
い
の
で
、
生
産
者
自
身

に
収
穫
後
ビ
ニ
ー
ル
を
取
り

除
く
、
補
強
を
す
る
等
の
指

導
を
し
な
が
ら
、
併
せ
て
気

象
情
報
の
提
供
に
努
め
る
。

　
　
　
情
報
提
供
を
、
ど
の

様
に
徹
底
す
る
の
か
。

　
　
　
現
在
、
Ｊ
Ａ
の
部
会

と
連
携
し
て
い
る
が
、
今
後

は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
活
用

も
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
道
路
の
除
雪
作
業
を

早
め
に
手
当
す
べ
き
。
地
元

業
者
と
の
連
携
は
ど
う
か
。

　
　
　
公
道
が
長
す
ぎ
て
、

全
て
の
道
を
行
政
が
対
応
す

る
の
は
無
理
。
区
長
へ
の
対

応
を
は
じ
め
、
業
者
と
協
力

も
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
毎
年
、
凍
結
防
止
用

の
塩
カ
リ
に
多
額
の
費
用

が
、
か
か
っ
て
い
る
。
除
雪

の
方
に
力
を
入
れ
る
べ
き
で

は
。

　
　
　
バ
ス
路
線
は
10
㎝
を

め
ど
に
除
雪
を
し
、
そ
の
他

の
路
線
も
、
除
雪
車
で
充
分

で
な
い
所
に
塩
カ
リ
を
散
布

し
て
い
る
。

　
　
　
各
地
区
の
機
械
所
有

者
、
区
長
と
の
関
わ
り
は
充

分
か
。

　
　
　
業
者
に
も
、
協
力
を

頂
い
て
い
る
。
区
長
へ
は
、

区
長
会
を
通
じ
て
支
援
策
の

説
明
や
協
力
依
頼
を
行
っ
て

い
る
。

　
　
　
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

取
組
み
を
、
ど
う
考
え
る
か

　
　
　
我
町
は
、
電
力
自
給

率
が
全
国
一
で
あ
る
が
、
再

生
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

は
、
町
単
位
で
、
取
り
組
む

べ
き
も
の
で
は
な
い
。

　
　
　
松
木
ダ
ム
小
水
力
発

電
の
現
状
は
。

　
　
　
今
年
度
は
設
計
、
来

年
度
に
向
け
、
水
利
権
等
を

交
渉
中
で
あ
り
、
事
業
実
施

は
26
年
度
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
事
業
に
対
し
て
、
町

は
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
か
。

　
　
　
こ
の
事
業
で
発
電
し

た
も
の
は
、
ダ
ム
の
維
持
管

理
の
た
め
に
使
う
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
以
外
に
は
使
え
な

い
。

雪
害
対
策
は
十
分
か

区
長
・
業
者
と
協
力

藤
原

　三
治

藤
原

町
長

藤
原

藤
原

藤
原

藤
原

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

藤
原

町
長

町
長

藤
原

藤
原

町内宿泊施設の地熱発電（990ｋｗ）

どろんこ祭り

【宿泊客数の推移】（県宿泊客統計、単位：人泊）

日 田 市

　うち外国人

九 重 町

　うち外国人

町
単
独
で
は

適
当
で
な
い

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
取
組
み
は

　
　
　
「
日
本
一
の
田
舎
づ

く
り
」
精
神
論
が
主
で
あ
り

具
体
的
な
意
味
が
分
か
り
に

く
い
が
。

　
　
　
町
民
が
町
に
誇
り
を

持
っ
て
来
た
、
具
体
的
で
は

な
い
が
、
日
本
一
を
目
指
す

町
民
の
気
持
ち
や
意
気
込
み

が
大
切
。

　
　
　
地
域
を
活
性
化
す
る

為
の
地
区
協
議
会
。
行
政
と

の
役
割
分
担
は
。

　
　
　
地
区
協
議
会
は
、
25

年
度
本
格
実
施
に
向
け
作
業

中
、
役
割
分
担
に
つ
い
て

は
、
公
助
に
あ
た
る
部
分

は
、
当
然
行
政
が
責
任
を
持

ち
、
地
域
の
活
性
化
や
、
見

守
り
等
の
共
助
に
あ
た
る
部

分
を
、
地
区
協
議
会
に
担
っ

て
頂
き
た
い
。

　
　
　
今
の
状
況
で
は
、
地

区
協
議
会
の
負
担
、
責
任
が

重
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
育
成
協
、
体
協
、
地

区
同
啓
等
も
、
協
議
会
へ
移

行
し
た
い
。
地
区
に
よ
っ
て

協
議
会
の
温
度
差
も
あ
る
た

め
、
当
分
の
間
は
行
政
が
支

援
を
続
け
て
い
く
。

　
　
　
補
助
金
の
あ
り
方
も

現
状
維
持
で
業
務
の
丸
投
げ

と
受
け
止
め
ら
れ
な
い
か
。

　
　
　
補
助
金
に
つ
い
て

は
、
ス
タ
ー
ト
の
年
で
も
あ

り
、
実
績
や
内
容
を
見
な
が

ら
増
額
も
含
め
検
討
し
て
い

く
。

　
　
　
25
年
度
、
町
単
独
の

景
気
対
策
に
ど
う
取
り
組
む
。

　
　
　
国
へ
の
期
待
も
大
き

い
が
、
町
と
し
て
も
必
要
。

現
在
、
予
算
の
査
定
中
で
あ

る
が
、
公
共
事
業
の
有
り
方

も
含
め
、
町
内
需
要
の
拡
大

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
大
吊
橋
の
使
用
料
、

基
金
の
利
息
を
有
効
活
用
す

る
為
、
町
民
へ
還
元
す
べ
き
。

　
　
　
６
年
経
過
し
、
運
用

益
は
借
入
金
返
済
を
最
優
先

す
る
考
え
方
。
今
後
は
、
中

学
跡
地
等
の
町
有
施
設
の
整

備
が
山
積
し
て
お
り
、
町
有

施
設
整
備
基
金
へ
積
み
た

い
。

　
　
　
整
備
基
金
で
は
、

ハ
ー
ド
事
業
に
し
か
使
え
な

い
。
日
本
一
の
田
舎
づ
く
り

に
使
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
ソ
フ
ト
事
業
面
を
一

般
財
源
で
充
て
る
事
に
よ
っ

て
、
ハ
ー
ド
面
へ
の
負
担
を

平
等
化
す
る
事
が
で
き
、
結

果
的
に
町
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ

な
が
る
。

共
助
の
分
野
を

土
井
眞
一
郎

土
井

町
長

土
井

土
井

土
井

町
長

町
長

土
井

町
長

土
井

町
長

町
長

土
井

町
長

　
　
　
教
育
委
員
会
組
織
で

の
、
教
育
委
員
長
と
教
育
長

の
関
係
は
。

　
　
　
　
教
育
委
員
会
の
組

織
は
、
非
常
勤
の
教
育
委
員

と
常
勤
の
教
育
長
で
組
織
さ

れ
て
い
る
。
教
育
委
員
会

は
、
あ
く
ま
で
も
合
議
制
と

な
っ
て
お
り
、
委
員
会
で
審

議
し
た
内
容
を
、
事
務
局
の

責
任
者
で
あ
る
教
育
長
が
実

施
す
る
組
織
で
あ
る
。

　
　
　
教
育
委
員
会
の
活
動

は
、
一般
の
住
民
か
ら
見
え
に

く
い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
。

　
　
　
　
非
常
勤
の
教
育
委

員
は
、
教
育
現
場
か
ら一定
の

距
離
を
保
ち
つ
つ
、
さ
ま
ざ

ま
な
立
場
や
人
生
経
験
か
ら

教
育
に
対
し
て
、
多
面
的
多

角
的
に
民
意
を
反
映
し
て
、

意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
　
　
教
育
委
員
会
で
は
、

頻
繁
に
会
議
を
開
い
て
い
る

が
、
報
酬
は
見
合
っ
て
い
る

の
か
。

　
　
　
教
育
委
員
会
事
務
局

よ
り
、
報
酬
の
見
直
し
提
案

は
で
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
自

律
推
進
計
画
や
財
政
再
建
計

画
で
経
費
の
削
減
等
行
っ
て

き
た
経
緯
も
あ
り
、
こ
れ
ま

で
も
協
議
を
重
ね
て
き
た
。

　
現
状
で
は
、
結
論
は
出
て

い
な
い
が
、
来
年
に
向
け
て

玖
珠
町
と
の
町
長
会
で
、
全

て
の
委
員
会
に
つ
い
て
見
直
し

を
含
め
て
検
討
課
題
と
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

　
　
　
秋
田
方
式
の
完
結
型

授
業
の
取
組
み
状
況
と
宮
崎

県
の
五
ヶ
瀬
町
方
式
の
調
査

結
果
は
。
ま
た
、
子
ど
も
た

ち
の
様
子
は
。

　
　
　
　
秋
田
方
式
の
授
業

は
、
ど
の
学
校
現
場
も
１
時

間
完
結
型
授
業
方
式
を
取
り

入
れ
て
い
る
。
導
入
、
展
開
、

ま
と
め
と
い
う
３
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
で
授
業
を
進
め
て
い
る

が
、
小
学
校
で
は
右
肩
上
が

り
で
学
力
が
向
上
し
て
い
る
。

　
五
ヶ
瀬
町
の
取
り
組
み

は
、
町
全
体
の
学
校
を
１
つ

の
学
校
と
し
て
捉
え
、
教
育

課
程
も
編
成
し
直
し
、
少
人

数
の
授
業
や
多
人
数
の
授
業

に
分
け
て
い
る
。
ま
た
、
先

生
も
そ
れ
に
合
わ
せ
て
活
用

で
き
る
こ
と
か
ら
、
非
常
に

考
え
た
取
組
み
を
し
て
お
り

大
い
に
参
考
に
な
る
。

　
ま
た
、
中
学
校
の
状
況
で

あ
る
が
、
見
違
え
る
ほ
ど
良

く
な
って
い
る
。
引
き
続
き
、

今
の
状
況
を
基
本
的
に
保
ち

な
が
ら
、
健
全
で
明
る
い
学

校
づ
く
り
を
目
指
す
。

　
　
　
こ
れ
か
ら
の
時
代
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
人
材
と
考

え
る
。
理
想
を
持
っ
て
、
学

校
の
あ
る
べ
き
姿
を
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

地
区
協
議
会
の
役
割
は

教
育
委
員
会
の
活
動
を
全
面
に

日
野

　康
志

日
野

教
育
長

日
野

日
野

教
育
長

日
野

日
野

教
育
長

町
長

25
年
度
、町
の

景
気
対
策
は

組
織
の
育
成
と

人
材
の
育
成
を
！

H19年

285,012

7,521

240,594

3,169

Ｈ20年

264,930

14,155

176,490

6,882

Ｈ21年

237,360

6,145

145,358

720

Ｈ22年

249,494

130,102

148,044

8,459

Ｈ23年（速報値）

256,742

–

140,116

–

減少数

△ 28,270

–

△ 100,478

–

ここに
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10３

　
　
私
が
、
飯
田
の
小
中
学
校
で
読
み

聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は
じ
め
て
、

11
年
が
経
ち
ま
す
。
当
時
３
人
の
娘
も

在
学
中
で
、
末
娘
は
小
学
校
３
年
で
あ

り
、
私
を
そ
の
気
に
さ
せ
て
く
れ
ま
し

た
。

　
最
初
は
、
１
冊
の
本
を
何
度
も
読

み
、
聞
く
子
ど
も
達
に
ど
の
よ
う
に
伝

わ
る
か
心
配
し
ま
し
た
が
、
た
だ
読
む

の
に
一
生
懸
命
で
し
た
。

　
回
を
重
ね
て
行
く
内
に
、
子
ど
も
達

が
う
な
ず
い
た
り
、
笑
っ
た
り
し
て
い

る
姿
に
、「
あ
ー
、
読
み
聞
か
せ
っ
て
」

い
い
も
の
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
娘
達
に
も
「
本
を
読
ん
で
あ
げ
な
さ

い
」
と
常
に
言
っ
て
来
ま
し
た
。
今
で

は
毎
日
娘
と
孫
と
寝
る
前
の
読
み
聞
か

せ
が
習
慣
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。

　
若
い
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
毎
日

忙
し
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
寝
る
前
に

10
分
位
を
子
ど
も
に
本
を
読
ん
で
あ
げ

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
自
分
の
読
書

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
は
、
飯
田
中
学
校
も
統

合
に
な
り
ま
す
。

　
今
年
の
４
月
以
降
は
、
飯
田
中
学
校

へ
読
み
聞
か
せ
に
行
く
事
は
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
私
が
読
み
聞
か
せ
で
き
る

間
は
ず
っ
と
続
け
て
い
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。

　
野
矢
校
区
は
９
集
落
に
１
６
９
戸
４

８
０
人
余
り
が
暮
ら
す
田
舎
の
小
さ
な

地
区
で
す
が
、
小
さ
い
が
故
に
互
い
の

顔
が
見
え
、
地
域
全
体
が
強
い
絆
に
結

ば
れ
た
活
力
の
あ
る
地
域
と
自
負
し
て

い
ま
す
。

　
そ
の
原
動
力
を
支
え
る
組
織
と
し
て

大
き
く
二
つ
の
組
織
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
先
ず
「
野
矢
ん
夢
追
人
」
で
は
、
盆

踊
り
の
復
活
を
目
的
に
結
成
し
20
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
30
人
程
の
若
者
が
盆
踊
り

の
み
な
ら
ず
、
小
学
生
と
の
キ
ャ
ン
プ

や
夢
追
サ
ン
タ
な
ど
、
子
供
達
と
の
ふ

れ
あ
い
活
動
や
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
参

加
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
通

じ
、
地
域
貢
献
を
行
な
い
な
が
ら
、
自

ら
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
野
矢
校
区
活
性
協
議
会
で

は
、
区
長
を
始
め
各
組
織
の
代
表
50
人

が
総
代
と
な
り
、
食
育
、
地
域
美
化
、

小
学
校
行
事
、
地
域
安
全
等
の
取
組
み

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
幅
広
い
世
代
が
互
い
に

協
力
し
、
活
動
で
き
る
こ
と
が
、
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
が
り
、
そ
の
根
底
に

は
拠
点
と
な
る
野
矢
小
学
校
の
存
在
が

大
き
い
と
考
え
ま
す
。

　
小
学
校
が
無
け
れ
ば
、
若
い
世
代
は

地
元
を
離
れ
、
限
界
集
落
へ
の
道
を
辿

る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
現
在
、
九
重
町
で
は
「
日
本
一
の
田

舎
づ
く
り
」
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
田
舎
や
故
郷
を
守
り
受
継
い
で
行

く
中
に
於
い
て
、
野
矢
小
学
校
は
無
く

て
は
な
ら
な
い
「
拠
点
の
場
」
で
あ
る

こ
と
を
、
理
解
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

わ
た
し
の
「
よ
み
き
か
せ
」

飯
田
湯
沢

古
庄
　
要
子
さ
ん

１１

活
力
あ
る
野
矢
校
区

野
矢日

野
　
裕
充
さ
ん

わたしのひとこと
　
　
　
　
飯
田
地
区
の
町
営

住
宅
は
、
現
在
、
昭
和
41
年

か
ら
昭
和
53
年
に
建
設
さ
れ

老
朽
化
し
た
８
戸
で
あ
る

が
、
若
い
人
や
住
宅
を
必
要

と
す
る
人
が
多
い
こ
と
か

ら
、
平
成
15
年
、
飯
田
地
区

区
長
会
よ
り
「
飯
田
に
町
営

住
宅
建
設
を
求
め
る
陳
情
」

が
提
出
さ
れ
、
同
年
６
月
議

会
に
て
採
択
し
て
い
る
が
、

建
設
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

　
　
　
飯
田
地
区
に
民
間
賃

貸
住
宅
が
、
平
成
17
年
と
平

成
20
年
に
20
戸
が
建
設
さ

れ
、
町
は
家
賃
の
一
部
を
３

年
間
助
成
し
て
い
る
。
昨
年

度
新
た
に
、
町
営
住
宅
長
寿

命
化
計
画
を
策
定
し
、
老
朽

化
し
て
い
る
箇
所
か
ら
建
て

替
え
を
計
画
し
て
い
る
。
戸

数
、
年
度
に
つ
い
て
は
、
今

後
詰
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
北
方
よ
り
県
道

（
横
断
道
路
）
に
抜
け
る

間
、
約
１
５
０
メ
ー
タ
ー
の

用
地
交
渉
が
難
航
と
昨
年
12

月
に
聞
い
た
が
、
そ
の
後
の

対
策
は
。
ま
た
、
筌
の
口
よ

り
北
方
間
の
筌
の
口
・
北
方

上
・
北
方
下
の
３
区
長
よ
り

幅
員
拡
張
の
陳
情
が
出
て
い

る
が
、
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
　
北
方
よ
り
県
道
（
横

断
道
路
）
に
抜
け
る
間
、
当

初
は
バ
イ
パ
ス
を
予
定
、
用

地
交
渉
が
進
ま
ず
昨
年
12
月

に
一
時
凍
結
を
し
た
。
現

在
、
使
っ
て
い
る
現
道
の
幅

員
を
７
メ
ー
タ
ー
に
改
修
を

計
画
、
筌
の
口
よ
り
北
方
間

は
北
方
交
差
点
よ
り
筌
の
口

方
面
約
５
５
０
メ
ー
タ
ー
の

区
間
は
用
地
の
め
ど
が
つ

き
、
改
良
に
向
け
準
備
を
進

め
る
。

飯
田
の
住
環
境
整
備

ど
う
進
め
る

現
在
計
画
中

大
津
留
敏
加

大
津
留

大
津
留

町
長

町
長

　
　
　
潜
石
〜
富
迫
間
の
バ

イ
パ
ス
工
事
が
急
ピ
ッ
チ
で

進
ん
で
い
る
が
完
成
時
期
と

そ
の
後
の
富
迫
以
降
の
ル
ー

ト
や
工
事
着
手
時
期
、
地
元

説
明
等
今
後
の
見
直
し
は
。

　
　
　
町
田
バ
イ
パ
ス
３
・
３

Ｋ
の
供
用
開
始
は
予
定
ど
お

り
25
年
度
中
、
若
干
早
く
な

る
と
思
う
。
富
迫
以
降
に
つい

て
は
、
現
在
川
底
の
菅
原
橋

付
近
か
ら
小
国
側
３
０
０ｍ
の

岩
取
り
改
良
を
計
画
し
て
い

る
。
富
迫
か
ら
国
道
２
１
０

号
ま
で
の
間
は
、
早
期
の
改

良
を
要
望
す
る
。

　
　
　
25
年
春
、
地
元
高
校

を
希
望
す
る
中
学
生
は
約
４

割
と
急
激
に
減
っ
て
お
り
要

因
は
一
括
統
合
に
伴
い
３
年

次
に
校
地
が
変
る
こ
と
等
が

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
ま
ま
で

推
移
す
る
と
27
年
時
の
開
校

時
は
、
さ
ら
に
減
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
将
来
に
過
根

を
残
さ
な
い
た
め
に
も
再
考

が
望
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
地
元
校
へ
の
志
願
者

が
ど
う
す
れ
ば
増
え
る
か
難

し
い
問
題
で
、
例
え
ば
普
通

科
の
場
合
、
有
名
大
学
へ
の

進
学
率
等
魅
力
あ
る
高
校
づ

く
り
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

国
道
３
８
７
号
バ
イ
パ
ス

今
後
の
見
通
し
は

25
年
度
中
に
開
通

小
川

　克
巳

小
川

小
川

町
長

町
長

25
年
中
の
早
い
時
期
開
通

富
迫
以
降
は
数
年
後
計
画

国
道
３
８
７
号
バ
イ
パ
ス
工
事

今
後
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見
通
し
は

高
校
再
編 
地
元
校
へ
の

志
望
状
況
を
踏
ま
え
た
対
策
は

む
ず
か
し
い
問
題
で

一
流
大
学
へ
の
進
学
率
を

上
げ
る
こ
と
も
必
要

飯
田
地
区
へ

町
営
住
宅
を

町
道
筌
の
口・

須
久
保
線
の
改
修
に
つ
い
て 飯田地区の町営住宅

横断道路につながる町道

改良が待たれる国道３８７号
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場
合
、
有
名
大
学
へ
の

進
学
率
等
魅
力
あ
る
高
校
づ

く
り
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

国
道
３
８
７
号
バ
イ
パ
ス

今
後
の
見
通
し
は

25
年
度
中
に
開
通

小
川

　克
巳

小
川

小
川

町
長

町
長

25
年
中
の
早
い
時
期
開
通

富
迫
以
降
は
数
年
後
計
画

国
道
３
８
７
号
バ
イ
パ
ス
工
事

今
後
の
見
通
し
は

高
校
再
編 

地
元
校
へ
の

志
望
状
況
を
踏
ま
え
た
対
策
は

む
ず
か
し
い
問
題
で

一
流
大
学
へ
の
進
学
率
を

上
げ
る
こ
と
も
必
要

飯
田
地
区
へ

町
営
住
宅
を

町
道
筌
の
口・

須
久
保
線
の
改
修
に
つ
い
て 飯田地区の町営住宅

横断道路につながる町道

改良が待たれる国道３８７号
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写真提供：高橋チズ子さん

次回は３月です

傍聴へ
どうぞ

お手持ちの
なつかしい写真をお貸しください

編
集
後
記
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◆
「
正
月
や
冥
土
の
旅
の
一
里
塚
　

め
で
た
く
も
あ
り
め
で
た
く
も
無
し
」

　
還
暦
を
迎
え
、
そ
の
意
味
が
理
解

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
国
会
は
新
た
な
政
権
の
下
、
多
く

の
課
題
を
抱
え
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
が
、
進
む
少
子
高
齢
化
、
町
民
の

１
／
３
は
65
歳
以
上
の
九
重
町
を
ど

う
す
れ
ば
明
る
く
住
み
よ
い
町
に
出

来
る
の
か
、
私
達
13
人
の
議
員
は
多

く
の
身
近
な
問
題
に
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
声
を
聴
き
取
り
組
み
ま
す
。
そ

の
足
跡
を
記
し
た
議
会
だ
よ
り
を
、

よ
り
愛
さ
れ
る
広
報
誌
作
り
に
向
け

て
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
　
三
治

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　
　
・
広
報
委
員
長
　
坂
本
　
憲
治

　
　
・
副 

委 

員 

長
　
藤
原
　
三
治

　
　
・
委
　
　
　
員
　
日
野
　
康
志

　
　
・
委
　
　
　
員
　
大
津
留
敏
加

　
　
・
委
　
　
　
員
　
池
部
　
俊
慈

　
　
・
委
　
　
　
員
　
佐
藤
　
明
郎

発
行
／
九
重
町
議
会

編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会

平
成
２５
年
1月
１７
日

〒８７９
－
４８９５

 大
分
県
玖
珠
郡
九
重
町
大
字
後
野
上
８
番
地
の
１

☎
 ０９７３

－
７６
－
３８１４

・
FA
X
 ０９７３

－
７６
－
３８０９

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス（
議
会
事
務
局
）gikai@

tow
n.kokonoe.lg.jp.

議
会
だ
よ
り

こ
こ
の
え
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0
1
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発
行

12月
定
例
会

●
24年

度
補
正
予
算
及
び
追
加
議
案

●
常
任
委
員
会
報
告

●
決
算
審
査
報
告

●
一
　
般
　
質
　
問
　
 ９
名

●
わ
た
し
の
ひ
と
こ
と

P.2
P.3

P.4~5
P.6~9
P.11

飯
田
湯
沢

野
 矢
古
庄
　
要
子
さ
ん

日
野
　
裕
充
さ
ん

九
重
あ
ば
れ
獅
子
　
元
旦
の
初
舞
い

豊
後
七
福
神
会
　
第
２
４
回
巡
行


